
　　　　　　東広島市社協だより Social Welfare in Higashihiroshima

この広報紙は赤い羽根共同募金の
配分金を活用しています。

第 182 号
平成25年12月1日

こ こ ろ ん

東広島市社協イメージキャラクター

今年も、市内各地で社協の秋のまつりが
開催されました。昨年誕生したイメージ
キャラクター「こころん」も祭りに参加
し、あったかい思いやりの心をみんなに
配るお手伝い。たくさんの地域の皆さん
の協力で、笑顔と元気にあふれた盛大な
祭りを開催する事ができました。

… も く じ …
● 東広島市社協会長就任ご挨拶 ������������������ 2 ㌻
● 第 5 回「社協のつどい」開催します !! �������������� 2 ㌻
● 大学と社協の連携による新しい取り組み
　 ～学生ボランティアの力を地域に活かす!! 広島国際大学へ潜入取材～ � 3 ㌻
● 「特集」　社協の秋のまつり
　 ～東広島健康福祉まつり・河内福祉ふれあいまつり・黒瀬町健康福祉まつり～ 4 ～ 5 ㌻
● 地域の防災活動リーダー養成講座を開催しています �������� 6 ㌻
● 寸劇による高齢者相談センターの普及啓発　～ 安

あすか
宿地区敬老会開催（豊栄町）～ � 6 ㌻

● 新連載シリーズ　「教えて ! 社協さん」
　 第 1 回　認知症について～ご本人編～ �������������� 7 ㌻
● 寄付・義援金のご報告
　 （平成 25 年 8 月～平成 25 年 10 月） ��������������� 7 ㌻
● お知らせコーナー ����������������������� 8 ㌻

【特集】
社協の

秋のまつり

出
会
い
が
あ
っ
た
よ
!!

新
し
い

▲キャラクター石コウ色塗り♥

▲車いす体験をしたよ！ ▲盲導犬とのふれあい「怖くないかな？」 ▲要約筆記体験もしたよ !

▲「こころん」だ～いすき !

▲パンダめがねで視覚障害体験したよ！ ▲ボクも手話ができたよ !
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第5回「社協のつどい」を開催します!!

▲寸劇「災害に強い地域づくり」　劇団そよかぜ

　
初
冬
の
候
　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
地
域
福
祉
活

動
の
推
進
に
、
深
い
ご
理
解
と
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
去
る
十
月
一
日
、
五
年
間
に
わ
た
り
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
髙

橋
前
会
長
の
後
任
と
し
て
、
東
広
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。

　
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
地
域
福
祉
の
推
進
と
充
実
、
発
展
に

向
け
て
、
誠
心
誠
意
、
そ
の
職
責
を
全
う
す
る
よ
う
努
め
て
ま
い
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
日
の
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄

化
な
ど
地
域
社
会
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
社
会

福
祉
協
議
会
に
は
、
地
域
の
支
え
合
い
に
よ
る
地
域
福
祉
の
推
進
役

と
し
て
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
当
協
議
会
で
は
、
地
域
福
祉
活
動
計
画
に
よ
る
「
あ
っ
た
か
笑
顔

の
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
地
域
サ
ロ
ン
や
地
区
社
協
活

動
の
推
進
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
自
立
支
援
な
ど
、
誰
も
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
地
域
に
根
ざ
し
た
地
域
福
祉
活
動
を
展
開
し
て
い
く
た
め
に
は
、

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
参
加
は
も

と
よ
り
行
政
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
福
祉
団
体
等
と
連
携
・
協
働
し
た

地
域
で
の
助
け
合
い
や
支
え
合
い
に
よ
る
地
域
づ
く
り
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
前
会
長
同
様
、
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人

東
広
島
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
会
　
長
　
山や
ま 

内う
ち

　
吉よ
し 

治は
る

会
長
就
任
ご
あ
い
さ
つ

♪♬♩♪
♩

～みんなのちからにありがとう～

♬
▲わが町自慢発表　地域福祉活動者による発表

▲つばさ喫茶コーナー▲講演会の様子▲コンサートの様子

昨年度の様子

“社協のつどい”は、日ごろから社協を支援していただいている方々への感
謝の集いです。
　「あったか笑顔のまちづくり」を推進していただいている地区社協、地域
サロン、あったか応援センター、そよかぜねっと、熟年大学のみなさんや、
いつも社協を温かくご支援いただいている行政、住民自治協議会、民生委員
児童委員協議会の皆さんと社協の役員、職員が一堂に会し、活動の発表や講
演会を通して、お互いの活動を理解し合い、地域福祉について一緒に考え、
学び、交流を深めることを目的に開催します。
　地域の皆さん、ぜひお越し下さい。

■日 平成 26 年 1 月 26 日（日）13 時～ 16 時 20 分
■場 東広島市総合福祉センター（西条町土与丸 1108 番地）
■内 ・オープニングセレモニー
 ・東広島市社協会長表彰　表彰式
 ・わが町自慢発表　「西条町」・「黒瀬町」
 ・コンサート　黒瀬中学校吹奏楽部
 ・寸劇「劇団そよかぜ」
 ・記念講演
 　【講　師】宮城県漁業協同組合青年部　部長　鈴木　芳則 氏
 　　　　　 広島県漁業青年連絡協議会　会長　森尾　達也 氏
 ・喫茶コーナー（つばさ）　etc.
■問 本　所（企画福祉課）

hi08
テキストボックス
龍也
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ボランティアセンター
「学生時代はボランティア活動に

チャレンジ !!」
　2013 年 4 月に、ボランティア活動の推進とボランティ
ア精神の醸成を目的に、『ボランティアセンター』を開設。
センター開設後は、学内外のボランティア活動の情報が一
元化され、活動の情報提供や情報収集、活動へ参加する学
生への助言や支援をより一層充実させる事ができました。
　高齢化という地域課題を抱える黒瀬町で、若い学生への
期待は大きく、学生ボランティアを求める声も多くありま
す。センター窓口の機能を充実させ、地域からのニーズに
応えられるよう取り組んでいきます。
　大学では、学生の夢を応援する「広島国際大学チャレン
ジプロジェクト」があります。このプロジェクトでは、 
自分達で企画して、東北で被災地支援ボランティアをした
学生もいます。これまでに、ボランティア活動経験のない
学生も多いと思われるので、学生時代に「ボランティア活動
をした事があります!」といえる学生が増えてほしいと願っ
ています。

Q	ボランティア活動を始めたきっかけは?
A		ボランティアをしている先輩の姿に憧れ、「自分も 

誰かのために何かをしたい」そんな思いが芽生えました。

Q	ボランティア活動とは ?
A		「やらされているのではなく、やらせてもらっている」という感謝の 

気持ちが大切。笑顔で挨拶する事は、活動の基本です。

Q	ボランティア活動をして嬉しかった事は ?
A		子どもが自分の事をあだ名で「はま」と呼んでくれたり、自分が活動

する日を心待ちにしてくれている子どもがいる事を実感できた時です。

Q	ボランティア活動への思い、メッセージ
A		見返りを求めるのではなく、自分から進んで活動する事が大事。活動

を通して出会う人たちの笑顔が、自分も幸せにしてくれます！

～大学と社協の連携による
新しい取り組み～

　この会議は、広島県社協から指定を受けている「平成 25 年度大学と社協がすすめる若い世代の
担い手づくり事業」の一環として、市内の 3 大学（広島大学・広島国際大学・近畿大学工学部）
の学生ボランティア担当課 ( 所管課 ) と行政・社協のボランティアセンターの協働により、地域の
中でボランティア活動を展開できる場づくりをすすめ、新たな担い手づくりの確保に取り組み、
多分野・多世代の活動者が協働し、継続的な取り組みへの展開を目指すことを目的として開催しました。
　会議では、各機関の学生ボランティア活動へのバックアップや安全面の配慮などとともに、新
たな活動や活動者の養成について話し合われました。
　今後も各機関と連携を図りながら、若い世代のボランティア活動の活性化をすすめます。

学生ボランティアの力を
地域に活かす!!

ボランティア部　つぶ
…	ボランティア部のまとめ役	…

部長さんへインタビュー

学生部　ボランティアセンター

▲課 長 梶
か じ つ

津　良
よしひと

仁 さん
学生部　ボランティアセンター

▲持
も ち だ

田　清
き よ た

太 さん

医 療 福 祉 学 部 長
ボランティアセンター長　吉

きっかわ
川	 眞

まこと
教授へインタビュー

学生ボランティアについて　
　東広島市内の各大学の学生ボラン
ティア同士が交流できるような拠点
が必要です。
　無限の可能性を持つ学生が、主体
的に企画を提案、実現できるような
バックアップ体制を整えていく事
で、学生の力を活かした地域貢献が
可能になると思います。

… 広島国際大学に潜入取材 …

臨床心理学科　3 年
大
おおはま

濱　忠
ただひと

人 さん

第 1 回  東広島学生ボランティア応援会議開催!

詳しくは、『広島国際大学ボランティアセンター』のホームページでご確認ください。
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●大会テーマ　「つなげよう !!  みんなの心と  元氣な笑顔」
（大会テーマ受賞者／あおぞら工房 あおぞらぱん屋さん）

　2 日間を通して来場者は 6,850 人、74 団体が出展され、今年も盛大に開催することができました。福祉体験ゾーンでは、
手話や点字体験。健康ゾーンでは、体脂肪測定や認知症スクリーニングテストができるコーナーで、待ち時間ができるほど
の行列がみられました。屋外ブースでは、飲食コーナー、バザーや手作り品の販売など大盛況でした。体験やふれあいなど
を通して、新しい出会いや交流がたくさん生まれました。

第 15 回 東広島健康福祉まつり　　　11 月 2 日・3 日／東広島運動公園
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島
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介

ロビーコンサート福祉体験ゾーン

▲ 会場の皆さんと一緒に 
社協職員が『笑顔体操』を披露

▲社協発！「笑顔」（FM 東広島）サテライト放送の様子

健康ゾーン

▲歯みがき指導

パネル展示・活動紹介ゾーン

▲盲導犬体験　会場内を一周！ ▲市内福祉施設のパネル展示紹介

◀綿菓子おいしい～！

▲音訳体験

▲ワクワク・ドキドキの点字体験

屋外ゾーン
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　入野小学校による「篁
　　たかむら

太鼓」の力強い演奏で開幕し、来場者約 950 人、参加 62 団体の協力のもとバザーや展示、体験
コーナー、みんなの広場（発表会）のコーナーなど多くの催しを行う事ができました。みんなの広場では、地域福祉教育推
進校でもある河内中学校吹奏楽部の「コンサート」、河内西小学校 6 年生の「河内豊作太鼓」、河内小学校 3･4 年生の「花
笠音頭」。河内高等学校の皆さんには、スタッフとしてご協力いただきました。各学校の皆さん、また、地区社協・住民自
治組織・ボランティアのご協力により、河内地域が一体となる盛大な祭りとなりました。

第 19 回 河内福祉ふれあいまつり　10 月 19 日／河内保健福祉センター

第 21 回 黒瀬町健康福祉まつり　10 月 27 日／東広島市黒瀬生涯学習センター

▲入野小学校「 篁
たかむら

太鼓」の力強い演奏で開幕！

▲河内中学校吹奏楽部の「コンサート」

 河内高校の ▶ 
ゆるキャラ 

「心
し ん び

美ちゃん」 
「体

たいけん
健くん」と 

シャボン玉体験

▲福祉体験　点字に挑戦中 !!

▲赤い羽根共同募金活動の呼びかけ
河内高校の学生ボランティアさん大活躍！

●大会テーマ　あたたかい　やさしさある町　河内町 （大会テーマ受賞者 /
河内中学校２年　上

う え だ
田　雄

ゆうすけ
介さん）

　秋晴れの中、来場者約 1,500 人、33 団体の参加がありました。広島大学大学院教育学研究科音楽文化教育学講座受講生
による「ヘンゼルとグレーテル」のオペラ公演では、美しい歌声と演奏が会場内に響き渡りました。この他、福祉体験コーナー、
女性会による福祉バザーコーナー、各種施設紹介、脳年齢測定、屋外テントコーナーなど盛大に開催することができました。

▲黒瀬町地区社協役員会表彰受賞者の皆さん

▲福祉体験コーナー
アイマスク体験

▲オペラ講演
　「ヘンゼルとグレーテル」

▲社協発！「笑顔」（ＦＭ東広島）サテライト放送の様子▲子どもたちによる力強い「亥の子」実演

社協キャラクター「こころん」▶

▲遊び体験コーナー
　竹とんぼの遊び方を教わりました！

おめでとうございます✿
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▲広島経済大学　松井一洋教授の講演

　10 月 20 日に福祉部主催の安
あ す か

宿地区敬老会が開催され、敬老対象
者 147 名のうち、55 名の方が出席されました。
　当日は「悪徳商法の被害に遭わない !」と題して東広島市で被害が
多発している、「貴金属販売トラブル編」「健康食品通販トラブル編」
の寸劇を通して悪徳商法の実際のやりとりを見てもらい注意喚起を
促しました。
　参加者からは、「分かりやすい寸劇で楽しかった」「被害に遭わな
いように気をつけたい」という声がありました。

＜主催 : あすか住民自治協議会	髙橋	百合子福祉部長より＞
　お花いっぱいの会場でご長寿をお祝いすることが出来ました。恒
例の神楽に加え、豊栄地域高齢者相談センターによる「悪徳商法の
被害に遭わない！」の寸劇などで楽しんでいただきました。来年も
お健やかでお会いできることを願っています。

＜豊栄地域高齢者相談センターより＞
　寸劇や会話を通して皆さんと触れ合う機会ができ、高齢者相談セ
ンターがより身近なものに感じてもらえたのではないかと思います。
　困った事がありましたら、お気軽にご相談ください。

 　平常時・災害時における地域の防災活動リーダー
の養成をめざして、9 月 13 日より「平成 25 年度地
域の防災活動リーダー養成講座」を開催しています。
　講座には、住民自治協議会や地区社協、自主防災
会の関係者などから定員を超えるお申込をいただき、
受講生の皆さんは毎回真剣な眼差しで受講されてい
ます。
　講座は、12 月 6 日までの全 7 回シリーズ。この
講座を通して、市民協働による安心・安全な地域づ
くりをさらに推進していきたいと思います。

第1回

▲ＦＭ東広島パーソナリティ
　井上葉子気象予報士の講演

▲減災塾の籠田塾長の指導で図上訓練を実施

第3回

寸劇による高齢者相談センターの普及啓発 ～安
あ す か

宿地区敬老会開催（豊栄町）～

●西条南地域高齢者相談センター （本所　在宅福祉課） ☎（082）423-2800
●豊栄地域高齢者相談センター （豊栄支所）  ☎（082）432-2083
●河内地域高齢者相談センター （河内支所）  ☎（082）420-7011
　※ 社協では、西条南、豊栄、河内の 3 地域の高齢者相談センターを市から受託しています。

▲寸劇

▲会場の様子

◀神楽も楽しまれました

社協の
高齢者相談センター

窓口紹介

▲障がいのある当事者の話に耳を傾ける受講生

▲ 消防局防災センターでミニ講義

▲東広島市危機管理課　細谷係長の講演

第2回

～ 地域の防災活動リーダー
養成講座を開催しています ～

第4回

第5回
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※本会へいただいた寄付金は、税法上の優遇措置を受けることができます。詳細については税務署にお問い合せください。
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称
略
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●相談者：
Q  最近、物忘れするようになりました。
 「このまま進行したら」と思うと不安になります。
 どうしたらいいでしょうか？
●回答者：
A	 	一般的には「加齢による物忘れ」であれば、誰にでも起こりうることです

ので心配ありません。
  　しかし、「認知症」は脳の神経細胞が壊れてしまう病気で、早期に適切な

治療と周囲の適切な対応があれば、進行を遅らせることができると言われ
ています。

  　皆さんが耳にされた事のある「アルツハイマー型認知症」の代表的な症
状としては、「新しい事が覚えられなくなる」「時間や季節感、居場所など
が判らなくなる」「同時に物事を処理するのが苦手になる」等があります。

  　このような症状が気になる時は、一人で悩まれず、かかりつけ医や認知
症相談医に相談しましょう。最寄りの社協や高齢者相談センター、地域包
括支援センターでも相談できます。

疑問・質問
募集しています !!

　「ヘルパーの仕事って何をしてくれる
の ?」「認知症のことを教えてほしい」
などなど、介護や福祉についてのちょっ
とした疑問や悩み、また実体験から皆さ
んに伝えたいワンポイントなど、皆さん
が聞いてみたい・伝えたい情報を随時募
集しています！
■問 本所（在宅福祉課）

　毎週木曜日朝 10 時から放送の、FM 東広島ラジオ番組 社協発！「笑顔」
（89.7MHz）に新コーナー『教えて！社協さん』が 10 月からスタートしました。
　このコーナーは、リスナーの皆さんに役立つ介護や福祉サービス・ボランテ
ィアなど福祉のワンポイント情報を番組の中間 5 分程度で提供する番組です。
番組内で紹介したＱ＆Ａを紹介していきます。ぜひラジオのスイッチも入れて
みてください。

第 1回

認知症について　～ご本人編～

教えて! 社協さん新連載シリーズ



社協だより

　8

■日 日時・期間　■場 場所　■内 内容　■対 対象者　■締　申込み締切り　■問 問合せ先　■申 申込方法 ･ 申込先　■☎ 電話番号　■FAX FAX 番号

社会福祉法人

東広島市社会福祉協議会
　（東広島市総合福祉センター内）
　E-mail:h-syakyo@soyokazenet.jp

　ホームページ :http://www.higashihiroshimashi-syakyo.jp/
●本　所　〒 739 − 0003 東広島市西条町土与丸 1108
　TEL(082)423-2800 FAX(082)423-8525

●黒瀬支所　〒 739 − 2612 東広島市黒瀬町丸山 1286 − 1
　TEL(0823)82-2026 FAX(0823)81-0340

●福富支所　〒 739 − 2303 東広島市福富町久芳 1545 − 1
　TEL(082)435-2247 FAX(082)435-2098

●豊栄支所　〒 739 − 2311 東広島市豊栄町乃美 2841 −1
　TEL(082)432-2083 FAX(082)432-2145

●河内支所　〒 739 − 2201 東広島市河内町中河内1206−1
　TEL(082)420-7011 FAX(082)437-0281

●安芸津支所　〒 739 − 2402 東広島市安芸津町三津 4398
　TEL(0846)45-0201 FAX(0846)46-0025

●志和地区相談窓口（毎週火曜日開設）
　〒 739 − 0269　志和町志和堀 4123-6
　志和出張所内　TEL090-4895-4819

お知らせ
コーナー

編
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と
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…
。
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。
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（
鈴
木
）

東広島警察署からのお願い
●忘年会等のシーズンです。しない、させない、飲酒運転。
　・飲酒運転の危険性を正しく理解しましょう。
　・見落としが増える。誤操作が増える。
　・反応時間が延びる。なかなか醒めない。
●明るい色の服や反射材を着用して、目立ちましょう。
● 積雪・凍結に備えて、早めに冬用タイヤへ交換しましょう。
● バッテリー・ライト等、こまめな点検で不意なトラブル

を予防しましょう。

東広島警察署より

　年末交通事故防止
　　県民総ぐるみ運動

【運動の期間】　平成 25年 12月 11日㈬～ 12月 20日㈮
【スローガン】　点滅で　止まれる君は　金メダル
【運動の重点】　◎飲酒運転の根絶　◎高齢者の交通事故防止

『東広島精神保健福祉ボランティア講座
～自分発見編～』受講生募集 !!

　「東広島精神保健福祉ボランティア講座～自分発見編～」が今
年度もはじまります。ぜひご参加ください。
■日  全 6 回　平成 26 年 1 月 14 日㈫、1 月 21 日㈫、2 月 4 日㈫、

2 月 18 日㈫ 3 月 4 日㈫、3 月 18 日㈫ 13 時 30 分～16 時
■場  コラボスクエア 3 階会議室
 （西条西本町 28-6 サンスクエア東広島 3 階）
■対  精神保健福祉やボランティア活動に関心があり、原則全日程

に参加できる方
■締  平成 26 年 1 月 4 日㈯消印有効
■問  地域生活支援センターまほろば（担当：金子・赤木）
 〒 739-2105　高屋町桧山 267-1
■申   住所、氏名、連絡先を記入し、郵便、またはファックスで 

お申込みください。
■☎  （082）493 - 8751　■FAX  （082）493 - 8752

『やすらぎ会』に参加してみませんか
　認知症の人を介護している方、不安や悩み・心配ごとはありま
せんか？
最近、笑顔で話をしてますか？
■日 12 月20 日㈮・1月17日㈮・2 月21日㈮
■場 東広島市総合福祉センター
■内  10 時～ 13 時（介護の不安や悩みの語り合い）
 13 時～ 14 時 30 分（歌と健康）
■問 本所（企画福祉課）　　※ 電話・訪問での相談にも応じます。

	社協メール会員大募集 !!
　東広島市社協からメール会員の皆さまに、講演会やイベント
のご案内、ボランティア情報、社協発 !「笑顔」の番組情報、
市内の地域活動情報などをメール（メールマガジン）で配信し
ます ! …　登　録　方　法　…
　携帯電話で右のＱＲコードを読み込むか
mm-set@higashihiroshimashi-syakyo.jp に
空メールを送信してください。東広島市社協の
ホームページからも登録できます。

ＦＭ東広島 ラジオ番組
社協発！「笑顔 ｣

　木曜日の朝 10 時は、東広島市社協提供のＦＭラジオ番組、 
社協発！「笑顔」の時間。
　番組では、各地域で福祉活動を実践している方をゲストに招い
てクローズアップ！スタジオから�時には地域の活動現場から、
各町の取り組みを生放送で紹介しています。
　みなさん、ぜひラジオのスイッチを入れてみてください。
■ 放送時間 毎週木曜日　10 時～ 10 時 55 分
■ 送信周波数 89.7MHz

「笑顔 Interview」～プレスネットに連載中～
番組の放送内容やゲストの横顔を、毎週プレスネット

（東広島地域ニュース面）で紹介しています。




